
「第３次妙高市一般廃棄処理基本計画（案）」パブリックコメントの 

意見に対する考え方、案への反映について 

１．実施期間 令和８年２月１３日（金）～３月１４日（土） 

２．提出された意見の件数 

提出者数 ３名、意見件数 ５件、意見を反映した件数 ２件 

３．意見の要旨と市の考え方、案への反映 

整理 

番号 
提出された意見の要旨 意見に対する市の考え方、案への反映 

１ 企業の生産責任（拡大生産者責任）の強化と国

への働きかけについて 

現在、市民は「12 種 15 分別」という極めて細

かい分別を日々の生活の中で無償の労働とし

て行っています。しかし、リサイクルの難易度

を上げている主因は、メーカーが製造する複雑

な容器包装にあります。市民にさらなる分別や

負担を強いる前に、市として「リサイクルしや

すい製品設計」や「回収・処理コストのメーカ

ー負担」を国や業界団体に対して強く働きかけ

ていただくことを要望します。 

家庭ごみの分別につきましては、市民

の皆様に日頃から多大なご理解とご協力

をいただいており、感謝申し上げます。 

ご意見のとおり、容器包装の素材や構造

の複雑化により、分別やリサイクルの負

担が生じている側面があることについて

は、市としても認識しております。 

一方で、製品設計や事業者の責任の在

り方など、拡大生産者責任に関する制度

は国の法制度に基づき定められており、

市が独自に企業に対して製品設計の変更

や費用負担を求めることは難しい状況で

す。 

市といたしましては、今後も国の制度

や社会動向を踏まえながら、適切なごみ

処理及び資源循環の推進に努めるとも

に、機会を捉えてリサイクルの推進を要

望してまいります。 

【案への反映なし】 

２ 分別による経済的メリットとコストの透明化

について 

ゴミ処理手数料の改定（値上げ）など市民の直

接的負担が増える一方で、市民が懸命に分別し

た結果、行政コストが具体的にいくら削減さ

れ、それがどのように市民に還元されているの

かが見えにくいと感じています。 

「分別を頑張ることで、将来的に手数料が維持

される」「特定の処理委託料が削減された」とい

った、分別の成果を数値で分かりやすく公表

し、市民の協力が「一部の業者の利益」ではな

く「市全体の財政健全化」に直結していること

を透明化していただきたいです。 

市では、市報や市ホームページ、ごみ減

量説明会、施設見学会等を通じて、ごみ分

別の必要性や地区別の取り残し状況など

について周知しております。 

市民の皆様の分別へのご協力により、

ごみの減量化や資源化が進み、焼却処理

量の抑制につながることで、焼却施設の

延命化やごみ処理経費の抑制に寄与して

おります。その結果として、処理手数料や

指定ごみ袋料金の維持にもつながってい

るものと認識しております。 

一方で、分別収集や資源化には収集運

搬費や中間処理費などの費用も伴うこと

から、分別による効果を単純に数値化し

て示すことが難しい面もありますが、ご



意見のとおり、市民の皆様のご協力によ

る効果を分かりやすくお伝えするよう努

めてまいります。 

【案への反映なし】 

３ 市民の「分別の手間」を評価する仕組みの検 

討 

高齢化が進む本市において、複雑な分別とステ 

ーションへの搬出は、生活上の大きな負担で 

す。市民の無償労働に依存する現状を当たり前 

とせず、分別の精度に応じた地域への還元策 

や、利便性を向上させるためのデジタル技術の 

活用（分別アプリの高度化や戸別収集の検討な 

ど）を、より具体的に計画に盛り込んでいただ 

きたいと考えています。 

高齢化が進む中で、ごみの分別やごみ

ステーションへの搬出が市民の皆様の負

担となる場合があることは認識しており

ます。 

高齢者などへのごみ出し支援について

は、社会福祉協議会等による福祉サービ

スを紹介させていただいております。 

また利便性向上のため、ごみ分別アプ

リの活用や市報・市ホームページ等によ

る情報提供をしてまいります。 

今後のごみ処理施策の検討や、市民の

皆様の負担軽減および利便性向上に向け

た取組の参考とさせていただきます。 

【案への反映あり】 

・P21【主な取組】に、「ＬＩＮＥチャット

ボットによるごみの分別に関する情報周

知」を加えます。 

４ リチウムイオン電池等の処理、取組について検

討してほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

リチウムイオン電池等については、発

火事故等の危険性があることから、適正

な分別・排出が重要であると認識してお

ります。 

本市においても、市報や市ホームペー

ジ等で分別方法の周知を行うとともに、

市役所や両支所など市の主要施設におい

て拠点回収を実施しております。 

国においては、リチウムイオン電池等

の火災防止や適正処理、再資源化に関す

る総合的な方針が示されており、自治体

における分別・回収体制の整備が求めら

れています。これらを踏まえ、本計画に反

映するともに、今後も安全で適正な処理

体制の確保に努めてまいります。 

【案への反映あり】 

・P19（2）収集運搬の課題に、「全国的に

リチウムイオン電池による火災事故が問

題となっているため本市においても適正

処理をしていく必要があります。」を加え

ます。 

 



・P21【主な取組】に、「リチウムイオン電

池を含む家電や充電式電池が発火しない

よう適正な処理方法と拠点回収による安

全な回収の推進」を加えます。 

５ ①将来像は、「快適な生活がおくれるまち」より

も「快適に暮らせるまち」とすることで簡潔で

持続性のある表現になると考えます。また、「妙

高の自然」と明示すると地域性がより明確にな

るのではないでしょうか。 

 

 

 

②次に、「環境意識を高める」に加え、「自ら考

え行動する」といった主体的な視点を示すこと

で、より具体性のある内容になると考えます。 

さらに、基本施策では３Ｒにとどまらず、５Ｒ

リフューズやりペアの視点も含めた表現とす

ることで整合性が高まると思います。 

 

 

 

 

 

③さらに、学校教育で育まれている主体的な学

びを踏まえ、将来的な行動定着を見据えた方向

性や、意識啓発にとどまらない行動変容を促す

仕組みづくりを明示することで、より実効性の

ある計画になると考えます。 

本計画が持続可能なまちづくりにつながるこ

とを期待いたします。 

① 将来像については、この計画がより実

効性のある計画となるようにお考え

いただき、ご意見をいただいたところ

でありますが、本計画の将来像には上

位計画にあたる、第４次妙高市総合計

画の目指すまちの姿と整合が図れる

表現とさせていただきました。 

 

② さらに、環境意識の向上に加え、「自ら

考え行動する」といった主体的な視点

を示すことで、より具体的で実践的な

内容とすることや、基本施策において

3R（リデュース、リユース、リサイク

ル）に加え、リフューズ（拒否）やリ

ペア（修理）など５Ｒの視点を含める

ことで、整合性や持続可能性を高めら

れるとのご意見も、今後の施策検討に

活かしてまいります。 

 

③ 学校教育で育まれる主体的な学びを

踏まえ、将来的な行動定着を見据えた

方向性や、意識啓発にとどまらず市民

の行動変容を促す仕組みづくりを明

示することは、より実効性のある計画

とする上で重要であると認識してお

ります。 

いただいたご意見は、今後の施策検

討や事業説明に活かし、持続可能な

まちづくりの推進に努めてまいりま

す。 

【案への反映なし】 

 


